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皆様、こんにちは。
鈴与シンワート株式会社 企画推進室の松田です。

業界キーマンによるクラウド&Webマーケティングのテクニカルコラムをお届けするこ
のメルマガですが、前回はいかがでしたでしょうか？

今回の目玉は、リードナーチャリングの第一人者である上島千鶴氏による「マーケ
ティング・ツールの組み合わせでどこまで実装できるか」です。

上島氏曰く「社内でツールやシステム導入の検討を行う際、何を選択肢として比較
・調査するのか。前提条件として『国産』というフィルタを設定している隠れ？企
業は多いのではないでしょうか。海外ツールでも日本にディストリビュータが多く
おり、実績が多数あれば問題ないというケースもあります。しかし新興企業でいつ
買収されるか分からないシステムを全社で導入するのは、検討からはずしたいとい
う『本音』は、深くお話をお伺いしないと出てこない条件だったりします。」との
ことです。

そこで今回のコラムは、リードナーチャリングを行う上で最低限必要な環境を構築
するための機能について紹介頂きました。また、複数ツールの組み合わせで環境を
構築（国産ベンダーの組み合わせ）した例にもご注目ください。

もちろん、仮想化、データセンター、データ構造の技術コラムも好評連載中です。
今号のテクニカルコラムは以下の【INDEX】に記載されています。

それでは、今号も宜しくお願いいたします！！
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■■　マルチリージョンで提供する『S-PortクラウドサービスXシリーズ』
■■  
■■  初期0円・月額1,380円～のオンデマンドクラウドサービスでBCP/DRの実現
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◇テクニカルコラム

杉田正氏　「入退室管理、生体認証」
上島千鶴氏「ツールの組み合わせでどこまで実装できるか」
川島孝一氏「会社に有給休暇を買い取ってもらえるようになる？」
平井満広氏「消費税増税と対策」

◇今月のお勧めソリューション

マルチリージョンで提供する『S-PortクラウドサービスXシリーズ』

◇事例と資料とソリューション

弊社の重点ソリューションとの事例や技術資料を公開しています。

□■ テクニカルコラム ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Shinwart Times■■
■

◇杉田正氏の『sugipoohのデータセンター・クラウドインフラ』

　第7回：「入退室管理、生体認証」

　【解説】今回は、「入退室管理と生体認証」について整理いただきました。
　データセンターにおける”コローケーション”サービスはラックスペースをラック
　全体、半分、1/4などに分けて貸し出して、電源、ネットワークを提供し、ユーザ
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　ーがサーバーやルータはユーザーが持ち込むサービスです。対して”ホスティング”
　サービスは、ネット上からサーバーを貸し出すだけのサービスでありユーザーはデ
　ータセンターを訪問する必要はありません。コラム本文では入出手順や認証手順、
　ポリシーについてまとめています。

　【URL】http://www.shinwart.co.jp/tech-column/column01/007/

◇上島千鶴氏の『ナーチャリングを実行するためのマーケティング・
　オートメーションの現場から』

　第6回：ツールの組み合わせでどこまで実装できるか

　【解説】エンジニアの方にもマーケティングのノウハウをということで、業界で
　　著名な上島先生に書いていただいています。今回のコラムは、Web来訪者を育て
　　段階的に購買意識を高める「リードナーチャリング」を行う上で最低限必要な
　　環境を構築するための機能について紹介頂きました。また、複数ツールの組み
　　合わせで環境を構築（国産ベンダーの組み合わせ）した例を記載頂きました。

　【URL】http://www.shinwart.co.jp/tech-column/column03/006/

◇川島孝一氏の『ますます重要になる人事・労務のコンプライアンス』

　第3回：会社に有給休暇を買い取ってもらえるようになる？ 

　【解説】有給休暇を買い取ってもらえるのかどうなのか？著名な社会保険労務士
　　の川島孝一先生に有給休暇の基礎知識やルール等を踏まえ解説いただきました。
　【URL】http://www.shinwart.co.jp/tech-column/column04/003/

◇平井満広氏の『問題解決型経理のススメ』

　第2回：消費税増税と対策

　【解説】2014年4月から消費税が8%にアップすることが正式に決まりました。“消
　　費者”の立場で考えると「物価が高くなりそうでイヤだなあ」というのが素直な
　　感想ですが、増税の影響は単なる物価高だけではありません。スーパーやメーカ
　　ーといった“事業者”の取引にも大きな影響が出てきます。そもそも『消費税』
　　とはどんな税金なのでしょうか。著名な公認会計士である平井満広先生に解説
　　頂きました。
　【URL】http://www.shinwart.co.jp/tech-column/column05/002/

□■ 今月のソリューション■■■■■■■■■■■■■■■■■Shinwart Times■■
■

マルチリージョンで提供する『S-PortクラウドサービスXシリーズ』
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
使いたいときに手軽に使えるオンデマンドクラウドサービス「S-Portクラウドサービ
スXシリーズ」の提供しています。

「S-PortクラウドサービスXシリーズ」は、マルチリージョンで提供するIaaS型オン
デマンドクラウドサービスで、初期0円・月額1,380円（税別）～にて提供します。
（上記費用は定額制の場合であり、今後は従量課金での提供も予定しております）
ブラウザ経由でサーバの追加やリソースの増減が可能。またサーバコンソールもブラ
ウザ画面上で操作可能な最新のインターフェイスでご提供します。さらに、東日本リ
ージョン・西日本リージョンの複数拠点から希望リージョンを自由に選択しサーバ構
築することが可能です。また、お客様プライベートネットワークからアクセスを可能
とするS-Portクラウドコネクトサービスも提供します。

※S-PortクラウドサービスXシリーズの詳細については以下をご覧ください。
http://s-port.shinwart.com/service/s-port-cloud-x-series/

□■ 事例と資料とソリューション ■■■■■■■■■■■■■Shinwart Times■■
■

◇事例リスト
　人事給与システム事例　http://a07.hm-f.jp/cc.php?t=M131468&c=824&d=ee50
　Webシステム事例　http://www.shinwart.co.jp/hc/jisseki/
　S-Port事例　http://s-port.shinwart.com/case/
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◇技術資料&セミナー資料
　人事給与システム　http://a07.hm-f.jp/cc.php?t=M131469&c=824&d=ee50
　Webシステム　http://www.shinwart.co.jp/hc/dl/
　会計システム　http://www.shinwart.co.jp/ss/dl/

◇重点サービス
　人事給与アウトソーシングサービス「S-PAYCIAL」
　　http://a07.hm-f.jp/cc.php?t=M131470&c=824&d=ee50
　月額30円/人～電子給与明細サービス「S-PAYCIAL with　電子給与明細」
　　http://a07.hm-f.jp/cc.php?t=M131471&c=824&d=ee50
　初期0円月額7万円～のSuperStream「GritS for SuperStream」
　　http://www.shinwart.co.jp/grits/
　S-Portクラウド
　　http://s-port.shinwart.com/service/cloudservice/

編┃集┃後┃記┃
━┛━┛━┛━┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
前回のメルマガでご紹介した上島千鶴氏のコラムは大人気でした。今回のコラムも熱
いです。上島氏のコラムは実直でわかりやすく、私も参考にしています。まだ読まれ
たことがない方は是非この機会ご一読ください。（吉政）

―◇読者の皆様へ◇――――――――――――――――――――――――――――
本メールマガジンは情報共有の推進を目的としております。宜しければ、社内の他
の方が閲覧できる社内掲示板や関係各所へのご転送をお願いいたします。
―◇本メールマガジンの登録解除方法◇―――――――――――――――――――
このメールに対する登録解除は★そのまま返信★でその旨をお伝えください。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――
本メールマガジンの送付先追加と送付先変更方法
このメールマガジンに★そのまま返信★で下記の項目をCut & Pasteして項目を埋め、
返信して下さい。

変更の場合、旧送付先：
（１）メールアドレス：
（２）氏名　　　　　：
（３）会社名　　　　：
（４）部署名　　　　：
（５）役職名　　　　：
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鈴与シンワート・メールマガジン「Shinwart Times」 
発行人：鈴与シンワート株式会社 企画推進室 部長 松田 高明
編集人：吉政創成株式会社     　代表取締役    　吉政 忠志
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